
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

小
清
水
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

▼
期
末
手
当

　
　

支
給
月
数
を
０
．１
ヶ
月
分
引
き
上
げ
、
現
行
４
．３
ヶ

　
　

月
分
か
ら
４
．４
ヶ
月
分
に
改
正

（
公
布
の
日
施
行
）

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定

　

▼
期
末
勤
勉
手
当
の
改
定

　
【
一
般
職
員
】

　
　

支
給
月
数
を
０
．１
ヶ
月
分
引
き
上
げ
、
現
行
４
．３
ヶ

　
　

月
分
か
ら
４
．４
ヶ
月
分
に
改
定

　

▼
給
料
表
の
改
定

　
　

若
年
層
を
中
心
に
平
均
０
．３
％
引
き
上
げ

（
公
布
の
日
施
行
）

小
清
水
町
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

常
時
勤
務
す
る
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
し

て
、
本
年
度
よ
り
一
般
職
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
に
寒
冷
地

手
当
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
（
公
布
の
日
施
行
）

　

議
会
議
員
、
特
別
職
及
び
職
員
の
報
酬
等
に
つ
い
て
人
事

院
勧
告
に
準
じ
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

こしみず議会だよりこしみず

第７回臨時会は、１１月２９日に開会し、条例や各会計補正予算について審議・可決し閉会しました。

第７回 町議会臨時会

26 2023 年  2 月号

の
報
酬
等
に
つ
い
て
人
事

る
も
の
で
す
。

条　

例

令和４年度　 補正予算

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ２，２８１万３千円を追加し、歳入歳出予算の総
額をそれぞれ７６億８，９１７万４千円とするものです。
　主な補正内容は次のとおりです。

▼一般会計　　

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

消 防 費

教 育 費

諸 支 出 金

合 計

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

一般職給料の補正　など

一般職給料の補正　など

介護保険特別会計操出金　など

原油・物価高騰対策事業　など

一般職給料の補正　など

斜里地区消防組合負担金

一般職給料の補正

簡易水道事業会計補助金（物価高騰対策事業）

補正科目　 補 正  額　      主 な 補 正 内 容 

357

△35,202

1,042

42,603

94

△686

4,521

10,084

22,813

▼介護保険特別会計
【サービス事業勘定】
　歳入歳出予算の総額からそれぞれ
９８万１千円を減額し、歳入歳出予算の総
額をそれぞれ２，１９３万円とするもので
す。

▼簡易水道事業会計
【収益的収入及び支出】
　簡易水道事業収益で営業収益を
９６０万円減額、営業外収益を１，０0８万４
千円を追加し、予算の総額を２億２６４万８
千円とするものです。
　簡易水道事業費用で営業費用を１万３
千円追加し、予算の総額を２億７７万６千
円とするものです。

▼農業集落排水事業会計
【収益的支出】
　農業集落排水事業費用で営業費用を
６千円減額し、予算の総額を１億７,２０１万
１千円とするものです。

議会だより ＮＯ.255
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第８回定例会は１２月１３日に開会し、町長の行政報告や３議員の一般質問のほか、条例改正や各会計補正
予算などを審議・可決し閉会しました。
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令和４年度　 補正予算

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億１５２万５千円を追加し、歳入歳出の予算
の総額を７７億９,０６９万９千円とするものです。
　主な補正内容は次のとおりです。

▼一般会計　　

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

合 計

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

庁内ＤＸ推進業務委託料　など

介護保険特別会計操出金　など

出産・子育て応援助成金　など

農業水路等長寿命化事業工事請負費　など

道営農道整備事業負担金　など

斜里地区消防組合負担金

光熱水費　など

地方債利子償還金

補正科目　 補 正  額　      主 な 補 正 内 容 

115,175

1,433

3,323

4,495

△43,500

350

16,249

4,000

101,525

小
清
水
町
議
会
議
員
及
び
小
清
水
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

関
係
法
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
物
価
の
変
動
や
選
挙
等
の
執
行
状
況
等

を
考
慮
し
、
選
挙
等
の
円
滑
な
執
行
を
図
る
た
め
、「
選
挙
運
動
用
自
動
車
の

使
用
」「
ビ
ラ
の
作
成
」「
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
」
に
か
か
る
経
費
の
限
度
額
を

引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

（
公
布
の
日
施
行
）

に
お
け
る
選
挙
運
動
の

条　

例

令
和
５
年
１
月
１８
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了
す
る
監
査
委
員
の
再
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

▼
代
表
監
査
委
員　

重
成 

一
男 

氏

監
査
委
員
の
再
任
に
同

人　

事

　

▼
指
定
管
理
者

　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

      

グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
こ
し
み
ず

　
　
　

理
事
長　

八
木　

勝
正

   

▼
指
定
期
間

　
　

自　

令
和
５
年
４
月
１
日

　
　

至　

令
和
８
年
３
月
３
１
日

小
清
水
町
防
災
拠
点
型
複
合
庁
舎

（
公
布
の
日
施
行
）

指
定
管
理
者　

▼介護保険特別会計
【保健事業勘定】
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ
1,300万円を追加し、歳入歳出予算の
総額をそれぞれ5億9,142万6千円と
するものです。

▼簡易水道事業会計
【収益的支出】
　簡易水道事業費用で営業費用を
300万円、営業外費用を1千円を増額
し、予算の総額を2億377万7千円と
するものです。

▼農業集落排水事業会計
【収益的支出】
　農業集落排水事業費用で営業費用
を300万円を増額し、予算の総額を
1億7,501万1千円とするものです。
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問 

②

工
藤
　
孝
一 

議
員

　
　

近
隣
で
は
、
特
に
畜
産
経
営
に
対 

　

す
る
配
合
飼
料
対
策
と
し
て
独
自
の

　

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
町
が
あ

　

り
ま
す
が
、
本
町
で
は
実
施
の
予
定

　

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

ま
た
、
経
営
所
得
安
定
対
策
に
お

　

い
て
３
品
目
の
交
付
単
価
の
減
額
が

　

予
想
さ
れ
、
現
在
の
肥
料
高
騰
に
よ

　

る
影
響
額
と
合
わ
せ
る
と
畑
作
農
家

　

１
件
当
た
り
４
０
０
〜
５
０
０
万
円

　

程
度
の
所
得
減
収
に
繋
が
る
試
算
と

　

な
る
た
め
、
更
な
る
町
独
自
の
支
援

　

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
　

ま
た
、
堆
肥
の
高
品
質
化
ペ
レ
ッ

　

ト
化
の
取
り
組
み
で
は
、
近
年
町
内

　

に
建
設
さ
れ
て
い
る
養
鶏
所
と
協
力

　

し
た
対
策
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま

　

す
が
、
再
度
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

町
と
し
て
も
、
十
分
な
対
策
と
は

　

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
独
自
の
支
援

　

事
業
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

財
源
に
も
限
り
は
あ
り
ま
す
が
、
今

　

後
必
要
な
支
援
の
要
請
が
あ
れ
ば
関

　

係
機
関
と
協
議
し
国
の
動
向
も
見
な

　

が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。　

　
　

基
幹
産
業
の
農
業
を
守
る
た
め
に
、

　

経
営
継
続
が
で
き
る
よ
う
支
え
て
い

　

く
必
要
が
あ
り
、
特
に
若
い
農
業
者

　

が
夢
を
持
っ
て
営
農
で
き
る
環
境
が

　

整
う
よ
う
、
そ
の
対
策
を
国
や
道
に

　

訴
え
て
い
き
ま
す
。

　
　

堆
肥
化
の
関
係
は
、
例
と
し
て

　

Ｎ
Ｋ
ゆ
う
水
の
ペ
レ
ッ
ト
化
や
生
ゴ

　

ミ
の
堆
肥
化
な
ど
い
く
つ
か
の
可
能

　

性
を
探
る
議
論
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　

本
町
は
耕
畜
連
携
が
既
に
確
立
し

　

て
い
る
こ
と
か
ら
町
内
産
堆
肥
に
余

　

剰
の
な
い
現
状
の
た
め
、
堆
肥
の
高

　

品
質
化
等
に
つ
い
て
は
か
か
る
コ
ス

　

ト
や
資
源
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
検

　

証
し
、
関
係
機
関
の
協
力
を
い
た
だ

　

き
な
が
ら
畑
に
還
元
す
る
本
町
の
あ

　

る
べ
き
姿
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考

　

え
て
い
ま
す
。

答 

②

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

農
業
資
材
等
の
高
騰
に
対
す
る
問

　

題
は
、
本
来
国
策
で
対
応
す
べ
き
事

　

案
で
あ
り
、
そ
の
対
策
を
国
に
訴
え

　

て
き
た
こ
と
に
加
え
て
、
町
と
し
て

　

も
燃
料
等
高
騰
対
策
臨
時
交
付
金
を

　

活
用
し
、
十
分
な
対
策
と
は
考
え
て

　

い
ま
せ
ん
が
、
畑
作
・
畜
産
農
業
者

　

の
皆
さ
ん
へ
の
支
援
を
講
じ
て
き
ま

　

し
た
。
今
現
在
、
追
加
対
策
の
予
定

　

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
必
要
な
場

　

合
は
、
関
係
機
関
と
協
議
の
上
対
応

　

す
る
考
え
で
す
。

　
　

元
肥
窒
素
に
対
す
る
代
替
利
用
に

　

つ
い
て
は
、
本
年
６
月
に
プ
ロ
ジ
ェ

　

ク
ト
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、「
小
清

　

水
式
循
環
型
農
業
」
を
更
に
進
化
・

　

発
展
さ
せ
、
地
域
内
資
材
を
肥
料
の

　

一
部
に
代
用
す
る
仕
組
み
づ
く
り
の

　

検
討
を
す
で
に
開
始
し
て
い
ま
す
。

一 

般 

質 

問

農
業
資
材
の
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問 

①

工
藤
　
孝
一 

議
員

　
　

昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
肥
料
や
飼
料

　

等
の
高
騰
対
策
と
し
て
、
本
町
で
は
農

　

家
支
援
の
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

　

す
が
、
未
だ
先
が
見
え
な
い
状
況
で
あ

　

る
た
め
、
追
加
対
策
の
検
討
が
必
要
と

　

考
え
ま
す
。

　
　

ま
た
、
化
学
肥
料
の
施
肥
量
削
減
の

　

た
め
、
堆
肥
の
高
品
質
化
や
ペ
レ
ッ
ト

　

化
に
取
り
組
み
、
元
肥
窒
素
に
対
す
る

　

代
替
え
利
用
の
仕
組
み
づ
く
り
を
早
急

　

に
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

　

所
見
を
伺
い
ま
す
。

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長

程
度
の
所
得
減
収
に
繋
が
る
試
算
と

な
る
た
め
、
更
な
る
町
独
自
の
支
援

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
堆
肥
の
高
品
質
化
ペ
レ
ッ

ト
化
の
取
り
組
み
で
は
、
近
年
町
内

に
建
設
さ
れ
て
い
る
養
鶏
所
と
協
力

し
た
対
策
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
再
度
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

が
夢
を
持
っ
て
営
農
で
き
る
環
境

整
う
よ
う
、
そ
の
対
策
を
国
や
道

訴
え
て
い
き
ま
す
。

堆
肥
化
の
関
係
は
、
例
と
し

Ｎ
Ｋ
ゆ
う
水
の
ペ
レ
ッ
ト
化
や
生

ミ
の
堆
肥
化
な
ど
い
く
つ
か
の
可

性
を
探
る
議
論
が
始
ま
っ
て
い
ま

本
町
は
耕
畜
連
携
が
既
に
確
立

て
い
る
こ
と
か
ら
町
内
産
堆
肥
に

剰
の
な
い
現
状
の
た
め
、
堆
肥
の

品
質
化
等
に
つ
い
て
は
か
か
る
コ

ト
や
資
源
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と

証
し
、
関
係
機
関
の
協
力
を
い
た

き
な
が
ら
畑
に
還
元
す
る
本
町
の

る
べ
き
姿
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

え
て
い
ま
す
。

と
は
考
え
て

畜
産
農
業
者

講
じ
て
き
ま

対
策
の
予
定

後
必
要
な
場

議
の
上
対
応

代
替
利
用
に

に
プ
ロ
ジ
ェ

上
げ
、「
小
清

更
に
進
化
・

材
を
肥
料
の

み
づ
く
り
の

て
い
ま
す
。
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・
指
定
緊
急
避
難
場
所

　
↓

地
震
や
洪
水
な
ど
か
ら
命

　

を
守
る
た
め
に
緊
急
的
に
避

　

難
す
る
場
所

・
指
定
避
難
所
・
避
難
所

　

↓

自
宅
に
戻
れ
な
い
状
況
や

　

危
険
が
な
く
な
る
ま
で
一
定

　

期
間
滞
在
（
生
活
）
す
る
場

　

所

中
心
市
街
地
の
再
生
に
つ
い
て

問 
①

工
藤
　
孝
一 

議
員

　
　

令
和
5
年
５
月
供
用
開
始
と
な
る
新

　

庁
舎
内
に
は
「
に
ぎ
わ
い
空
間
」
が
併

　

設
と
な
り
ま
す
が
、
一
方
で
店
舗
数
が

　

大
き
く
減
っ
て
い
る
市
街
地
の
に
ぎ
わ

　

い
づ
く
り
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
ま

　

す
。

　
　

平
成
２７
年
１０
月
よ
り
「
商
業
起
業
化

　

支
援
・
活
性
化
事
業
」
の
運
用
に
よ
り

　

６
年
間
で
市
街
地
で
は
６
件
の
新
規
出

　

店
、
２９
件
の
空
き
店
舗
改
修
が
行
わ
れ
、

　

新
規
出
店
へ
の
後
押
し
の
成
果
が
現
れ

　

て
い
ま
す
。

　
　

来
年
度
以
降
の
制
度
継
続
の
要
請
も

　

あ
り
ま
す
の
で
、
中
心
市
街
地
の
活
性

　

化
を
後
押
し
で
き
る
、
よ
り
活
用
し
や

　

す
い
制
度
と
な
る
よ
う
、
見
直
し
や
拡

　

充
の
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長

問 

②

工
藤
　
孝
一 

議
員

　
　

空
き
店
舗
と
併
設
さ
れ
た
住
宅
に

　

住
ま
れ
て
い
る
元
商
店
の
方
が
多
い

　

と
思
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
旧
店
舗

　

の
賃
借
や
売
買
、
公
営
住
宅
へ
の
転

　

居
な
ど
の
意
向
を
役
場
職
員
等
が
対

　

面
で
調
査
す
る
な
ど
、
双
方
向
の
関

　

係
性
を
作
る
対
応
が
必
要
で
あ
る
と

　

考
え
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
　

空
き
店
舗
に
つ
い
て
は
所
有
者
の

　

財
産
と
い
う
面
か
ら
慎
重
に
取
り
組

　

む
べ
き
事
案
で
は
あ
り
ま
す
が
、
将

　

来
へ
の
意
向
確
認
は
必
要
で
あ
る
と

　

考
え
ま
す
。
現
在
建
設
中
の
防
災
拠

　

点
型
複
合
庁
舎
の
次
の
段
階
と
し
て
、

　

国
道
の
無
電
柱
化
と
ロ
ー
ド
ヒ
ー

　

テ
ィ
ン
グ
の
再
整
備
が
計
画
さ
れ
て

　

お
り
、
時
期
は
未
定
で
す
が
、
そ
の

　

タ
イ
ミ
ン
グ
と
合
わ
せ
て
一
定
程
度

　

コ
ン
パ
ク
ト
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

　

る
た
め
、
商
工
会
の
お
力
添
え
も
い

　

た
だ
き
な
が
ら
市
街
地
域
に
元
気
を

　

取
り
戻
す
議
論
を
し
た
い
と
考
え
て

答 

②

久
保
　
弘
志 

町
長

　

い
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
と
連
携
を

　

深
め
、
起
業
化
支
援
を
積
極
的
に
利

　

用
し
た
新
規
出
店
を
後
押
し
す
る
新

　

制
度
と
平
行
し
て
進
め
た
い
と
考
え

　

ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

「
道
の
駅
」で
の
避
難
対
応
に

つ
い
て

問 

①

更
科
　
浩
司 

議
員

　
　

暴
風
雪
に
よ
り
国
道
２
４
４
号
線

　

が
通
行
止
め
に
な
っ
た
際
、
指
定
緊

　

急
避
難
場
所
と
さ
れ
て
い
る
道
の
駅

　

は
な
や
か
小
清
水
で
の
避
難
対
応
に

　

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

道
の
駅
は
な
や
か
小
清
水
は
暴
風

　

雪
に
よ
る
被
害
を
想
定
し
た
「
指
定

　

緊
急
避
難
場
所
」
で
あ
り
、
指
定
管

答 
①

久
保
　
弘
志 

町
長

　

理
者
と
の
協
定
に
お
い
て
、
災
害
時

　

の
緊
急
体
制
整
備
等
の
措
置
を
図
る

　

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

暴
風
雪
警
報
等
の
発
令
が
見
込
ま

　

れ
る
際
に
は
指
定
管
理
者
と
連
携
し
、

　

利
用
者
へ
の
気
象
情
報
の
提
供
や
、

　

待
機
に
よ
る
安
全
確
保
が
必
要
な
場

　

合
に
は
、
施
設
内
で
の
受
け
入
れ
が

　

行
え
る
よ
う
発
電
機
、
毛
布
な
ど
の

　

備
蓄
品
を
備
え
て
い
ま
す
。
避
難
が

　

必
要
な
場
合
に
は
除
雪
車
両
を
活
用

　

し
た
緊
急
対
応
な
ど
に
よ
り
、
愛

　

ホ
ー
ル
（
指
定
避
難
所
）
で
避
難
者

　

の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
関
係
機

　

関
と
連
携
し
た
対
応
を
進
め
ま
す
。

孝
一
議
員

れ
た
住
宅
に

の
方
が
多
い

い
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
と
連
携
を

深
め
、
起
業
化
支
援
を
積
極
的
に
利

用
し
た
新
規
出
店
を
後
押
し
す
る
新

理
者
と
の
協
定
に
お
い
て
、
災
害

の
緊
急
体
制
整
備
等
の
措
置
を
図

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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問 

②

瓜
田
　
新
一 
議
員

　
　

特
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
こ
と

　

で
、
農
薬
や
肥
料
の
適
量
散
布
が
可

　

能
と
な
り
、
環
境
保
全
の
面
か
ら
も

　

効
果
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
機
器
導
入

　

や
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
に
対
す
る
支
援

　

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
鳥
獣
被
害
や
災
害
対
策
で

　
　

本
町
は
、
こ
れ
ま
で
国
の
各
種
補

　

助
金
等
を
用
い
て
３
２
３
台
の
Ｇ
Ｐ

　

Ｓ
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
、
２
台
の
搾

　

乳
ロ
ボ
ッ
ト
、
４
台
の
エ
サ
寄
せ
ロ

　

ボ
ッ
ト
の
導
入
を
支
援
し
、
先
端
技

　

術
導
入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
化
を
推
進

　

し
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
も
Ｊ
Ａ
こ
し
み
ず
等
関
係
機

　

関
を
通
じ
て
事
業
要
望
等
が
あ
れ
ば
、

　

補
助
事
業
の
活
用
と
併
せ
て
検
討
し
、

　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
を
後
押
し
し

　

て
い
き
ま
す
。

答 

①

久
保
　
弘
志 

町
長

　
　

ド
ロ
ー
ン
等
の
活
用
は
今
後
の
農

　

業
の
展
開
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
も

　

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

　

農
業
者
の
み
な
さ
ん
や
関
係
機
関
と

　

意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
必
要
で
あ

　

れ
ば
支
援
な
ど
の
制
度
設
計
を
検
討

　

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

ま
た
、
鳥
獣
被
害
や
災
害
対
策
に

　

お
い
て
も
有
効
手
段
で
あ
る
と
認
識

　

し
て
い
ま
す
の
で
、
事
業
の
展
開
方

　

法
を
検
証
し
な
が
ら
、
遅
れ
る
こ
と

　

な
く
導
入
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

答 

②

久
保
　
弘
志 

町
長

問 

②

更
科
　
浩
司 

議
員

　
　

浜
小
清
水
住
民
セ
ン
タ
ー
で
の
対
応

　

を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

浜
小
清
水
住
民
セ
ン
タ
ー
は
「
避
難

　

所
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
地
域

　

の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
な
が
ら

　

そ
の
対
応
も
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
非

　

常
電
源
の
設
備
に
加
え
温
泉
熱
で
暖
か

　

さ
を
確
保
で
き
る
愛
ホ
ー
ル
で
の
対
応

　

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、
状
況
に

　

応
じ
た
臨
機
応
変
な
対
応
が
で
き
る
体

　

制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

答 

②

久
保
　
弘
志 

町
長

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

問 

①

瓜
田
　
新
一 

議
員

　
　

国
際
情
勢
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

に
よ
っ
て
農
業
経
営
は
厳
し
さ
を
増
す

問 

③

瓜
田
　
新
一 

議
員

　
　

第
１０
期
小
清
水
町
農
業
振
興
計
画

　

を
基
に
農
業
の
政
策
が
と
ら
れ
て
い

　

る
と
考
え
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
状

　

況
の
変
化
に
対
応
し
た
計
画
の
変

　

更
・
修
正
は
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

　
　

計
画
は
、
年
限
を
持
ち
な
が
ら
そ

　

れ
に
基
づ
き
実
行
し
て
お
り
、
大
き

　

な
変
化
が
生
じ
た
と
き
は
計
画
の
変

　

更
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

国
の
農
業
施
策
の
動
き
を
注
視
し

　

な
が
ら
、
変
更
が
必
要
な
際
に
は
関

　

係
機
関
等
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら

　

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

　

ま
す
。

答 

③

久
保
　
弘
志 

町
長

　

中
、
先
端
技
術
を
用
い
た
ス
マ
ー
ト

　

農
業
の
導
入
・
拡
大
が
重
要
と
考
え

　

ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

の
活
用
に
つ
い
て
の
考
え
も
併
せ
て

　

お
聞
き
し
ま
す
。

質
問
は
要
約
さ
れ
て
い
ま
す

　

議
会
だ
よ
り
は
、
紙
面
の
都
合

に
よ
り
、
質
問
・
答
弁
の
内
容
を

要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
6
2-

4
4
7
7
（
直
通
）
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坂
町
で
は
、「
町
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」、

「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え

る
」
な
ど
の
基
本
目
標
の
施
策
と
し
て
、
空
き
屋
問
題

の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
最
初
に
空
き
屋
の

状
況
と
所
有
者
が
利
活
用
と
解
体
の
ど
ち
ら
を
望
む
の

か
意
向
把
握
の
た
め
「
空
き
屋
活
用
支
援
窓
口
」
を
設

置
し
、
不
動
産
業
者
等
の
専
門
家
を
交
え
物
件
調
査
を

集
中
的
に
実
施
、
空
き
屋
の
利
用
希
望
者
に
対
し
て
は

物
件
を
紹
介
す
る
「
空
き
屋
バ
ン
ク
制
度
」
を
開
始
、

併
せ
て
改
修
等
支
援
事
業
補
助
金
の
創
設
な
ど
利
用
し

や
す
い
環
境
を
整
備
。
ま
た
、
移
住
定
住
対
策
と
し
て

は
三
世
代
同
居
・
近
居
住
宅
支
援
事
業
、
子
育
て
世
代

引
越
支
援
事
業
等
に
よ
る
補
助
制
度
の
創
設
と
認
定
こ

ど
も
園
等
が
併
設
さ
れ
た
公
営
の
大
規
模
子
育
て
支
援

住
宅
が
複
数
棟
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
結
果
、
平
成
２８
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
の

６
年
間
に
空
き
屋
利
活
用
事
業
に
よ
り
、
空
き
屋
へ
の

入
居
は
１３２
件
（
４１４
名
）、
ま
た
三
世
代
同
居
・
近
居
住
宅

支
援
、子
育
て
支
援
事
業
の
合
計
で
は
１１４
世
帯（
４２１
名
）

が
利
用
さ
れ
る
一
方
、
子
育
て
支
援
住
宅
に
は
１００
世
帯

以
上
が
入
居
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
合
的
な
事
業
実
施
に
よ
り
空
き
屋
の
有
効
活
用
が

進
み
移
住
定
住
者
が
着
実
に
増
加
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

経
済
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
所
管
事
務
調
査
と

し
て
、
１０
月
２４
日
か
ら
１０
月
２７
日
ま
で
の
４
日
間
、

次
の
２
点
に
つ
い
て
道
外
行
政
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

【
調
査
項
目
】

　

①
空
き
家
対
策
と
移
住
・
定
住
促
進
に
つ
い
て

　

②
６
次
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

「
空
き
家
対
策
と
移
住
・
定
住
促
進
に
つ
い
て
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
県 

坂
町

委員会レポート

経
済
厚
生
常
任
委
員
会
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総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、
所
管
事
務
調
査

と
し
て
、
１１
月
１４
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
次

の
項
目
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
１１
年
に
農
業
及
び
そ
の
加
工
品
の
普
及
拡
大
、
ま
た
観
光
促
進

を
目
的
に
設
立
さ
れ
た「
世
羅
高
原
６
次
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」は
当
初
、

農
業
者
を
中
心
と
し
た
３２
団
体
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
現
在
で
は
福
祉

施
設
、
農
協
、
高
校
、
観
光
農
園
な
ど
多
彩
な
７０
を
超
え
る
団
体
が
加

盟
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

拠
点
施
設
と
な
る
「
夢
高
原
市
場
」
は
、レ
ス
ト
ラ
ン
・
ワ
イ
ナ
リ
ー

が
設
置
さ
れ
、特
産
加
工
品
の
販
売
や
農
業
・
農
村
体
験
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
年
に
２
度
開
催
さ
れ
る
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
に
は
１
万
人
以
上

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

６
次
産
業
化
の
推
進
に
よ
り
、
町
の
特
産
品
売
上
や
入
込
客
数
増
加

と
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
農
業
者
や
消
費
者
と
の
交
流
、
異
業
種
連
携
が
活

発
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
・
果
樹
の
観
光
農
園
が
多
数
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
「
町
中
が
美
し
く
豊
か
な
農
村
公
園
」
へ
と
展

開
す
る
新
し
い
町
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
畜
産
業
を
核
と
し
て
６
次

産
業
化
に
積
極
的
な
取
り
組
ま

れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
大
変
参

考
と
な
り
ま
し
た
。

６
次
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て  

広
島
県 

世
羅
町

　

令
和
４
年
度
人
事
院
勧
告
の
概
要
に
つ
い
て

担
当
職
員
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
に
つ
い
て

北網ブロック 町議会議員研修会 （置戸町）

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と

で
業
務
の
効
率
化
・
省
力
化
を
行
い
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
推
進
し
て
い

る
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
５
月
の
新
庁
舎

開
業
に
合
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
の
現
金
納
付
に
加
え
、

一
部
の
公
金
収
受
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
進

め
て
い
る
な
ど
、
進
捗
状
況
の
説
明
を
総
務
課

よ
り
受
け
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
状
況
に
つ
い
て

※

Ｄ
Ｘ
と
は

　
　

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

　
　

シ
ョ
ン
の
略

　１１月１８日（金）、置戸町で開催された北網

ブロック町議会議員研修会に参加し、置戸町

食のアドバイザーである管理栄養士　佐々木

十美氏による「食のまちづくりについて～生

きることは食べること～」と題した講演を受

講しました。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
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http://www.town.koshimizu.hokkaido.jp/gikai/

「小清水町議会」で検索できます。

■ 編　　集  /  議会報編集特別委員会
■ 委 員 長  /  瓜田　新一
■ 副委員長  /  木戸　寛治        
■ 委　　員  /  髙橋　　文・鬼塚　　茂
　　　　　　   工藤　孝一・佐藤　　智

皆さんのご意見・ご感想をお待ちしております。

議会事務局　☎ ０１５２-６２-４４７７（直通）

　ホームページ及び図書館において町議会本会議の内

容がすべて記載されている会議録を閲覧できます。

　また、議会だよりは、ホームページでも見ることができ

ます。

　事前申し込みなど面倒な手続きはありません。

　お気軽にお越しください。

【１２月】  ９日　議会運営委員会

        １３日　議会運営委員会

　　         　  第８回町議会定例会

   5日　小清水消防団出初式

　　　　新年挨拶回り

  6日　新年挨拶回り(網走市　他 )

  9日　第 1回小清水町二十歳の集い

11日　サツドラホールディングス株式会社と小清水町との
　　　地域活性化等に関する包括連携協定締結式

19日　経済厚生常任委員会

23日　小清水地区連合新春旗開き

27日　議会報編集特別委員会

議会日誌

会議録を閲覧することができます。議会を傍聴してみませんか

12 月１日～ 12月31日

議会日誌 1 月１日～ 31日

次回開催予定
3月定例会　3月7日（火）～14日（火）の予定です。
詳細については、ホームページ・新聞折込にてご確認ください。

【１月】


